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研究成果の概要（和文）：　本研究では、「統合失調症患者があたりまえの苦労をしながら子育てを安心して行
えるコミュニティづくり」を志向し、統合失調症を持つ親の育児の困難性や当事者の親(祖父母)の関わり、精神
保健福祉士が抱える困難性の一端を検討した。殊に、当事者の親の関わりにおいては、親側が抱える「当事者の
体調悪化への対応」「当事者のケアを含めた終わらない育児(感覚)」「家族以外の支援者の確保」などに課題が
あると思われた。また、精神保健福祉士が抱える困難性では，支援の目標設定や方法のありよう、担い手、関係
機関の意識の低さや家族観に関わる項目で該当すると答える者が多くなっていた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to "create a community where people with schizophrenia can 
raise their children with peace of mind while facing the normal difficulties," and examined some of 
the difficulties parents with schizophrenia face, the relationship with the parents (grandparents) 
of the patients, and the difficulties faced by mental health and welfare workers.
In particular, with regard to the relationship with the parents of the patients, issues that parents
 face include "the deterioration of the patient's health," "continued childcare," and "securing 
supporters outside of the family." In addition, with regard to the difficulties faced by mental 
health social workers, many answered that they were related to the setting of support goals and 
methods, the low awareness of those providing support and related institutions, and the view of 
family.

研究分野： 社会福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで筆者が行った研究の結果も含めて、本研究で得られた結果は、ソーシャルワーカー(精神保健福祉士)
のみならず、メンタルヘルス課題を抱える当事者の育児支援に関わる医師や保健師、看護師、作業療法士などの
共通認識の醸成につながると思われる。また、今後、各領域や様々な地域において同種の研究が行われ、本研究
の結果が補完されることを期待する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
先行研究では、恋愛・結婚・子育てには統合失調症当事者や家族の人たちの強い関心や希望が

あり、リカバリーにつながる体験としているとする一方で、その実態は厳しく、当事者や家族に
あきらめがあり、専門家の中にも悲観論や関わろうとしない無関心があることを指摘している。
統合失調症患者が結婚・妊娠・出産を望んでいるものの、その「自己決定」をソーシャルワーカ
ーが支援できていない現状は看過できないものがある。 
そもそも、統合失調症患者の子育てに関しては、子育てをしている統合失調症患者の実態が明

らかになっていない。たとえば、統合失調患圏の女性患者の 3～4 割に出産経験があるという報
告がある一方で、全国精神保健福祉会連合会が 2010 年に実施した調査(N=1492)では、婚姻関係
にあるものはわずか 8％、そのなかで子どもがいるものは 72％であるが、自分で育てているの
は 38％であり、支援モデルを検討する上ではその実態を明らかにすることは急務である。また、
これまで、筆者が取り組んできた研究のなかでは、統合失調症患者の子育てにおいては、母親、
子どもたち双方のインタビュー結果から、「子どもと祖父母の関係性」に着目する必要性が明白
であった。この点はソーシャルワークの支援対象論の検討からも、その関わりの実態も明らかに
する必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的・関心は、統合失調症患者が子育てを行う上で抱えている課題を明らかにし、支

援のあり方をソーシャルワークの視点から検討することにあった。もとより、ソーシャルワーク
領域において「統合失調症患者」「子育て」「支援」などをキーワードとする先行研究は少なく、
殊に、筆者の問題意識は「統合失調症患者があたりまえの苦労をしながら子育てを安心して行え
るコミュニティづくり」に集約される。本研究では、統合失調症患者の子育ての課題について、
①これまで筆者が当事者へのインタビュー調査(公益財団法人前川財団平成 27 年度、28 年度助
成)から検討してきた項目を追加調査により妥当性を検討するとともに、②これまでの先行研究
でも指摘されていない当事者の親(祖父母)と当事者の子(孫)の関係性にも着目し、新たなインタ
ビュー調査を試み、コミュニティづくりも含めた精神保健福祉士の支援モデルの検討を行うこ
ととした。さらに、その過程では、支援者(殊に、精神保健福祉士)へのインタビュー調査を通じ
て、支援の困難性やその内容についての把握も試みた。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、先に述べた目的・関心を達成すべく以下の調査を実施した。新型コロナウイルス

感染拡大防止措置が求められたことにより、予定していたスケジュールは大幅に変更となった。 
 
①1 次調査「統合失調症患者の子育てにおける祖父母の関わりに関する調査」(2019-2021 年度) 
調査方法はインタビュー調査とし、内容は①基本属性、②祖父母の生活歴、③祖父母の子育て

経験、④子(統合失調症患者)の子育てで苦労したこと、⑤孫の子育てへの参加状況、⑥孫の子育
てで苦労していること、⑦養育の中で大切にしていること、⑧将来への不安・展望の 8項目であ
る。対象は、これまでの研究で協力の意向が示された者を中心とした 3名の統合失調症患者とそ
の子ども、患者の両親(本研究が“祖父母”と表記する者)である(居住地はそれぞれ北海道内と
中部地方である)。 
 
②2 次調査「統合失調症患者の子育ての支援に関するソーシャルワークの介入方法に関する調査」
(2021-2023 年度) 
1 次調査の結果を踏まえ、北海道内の精神科医療機関・障害福祉サービス事業所のソーシャル

ワーカー(精神保健福祉士)10 名(うち 1 名は調査依頼時には北海道在住であったが実施時には
関東に居住)を対象に、統合失調症患者の子育てと家庭教育に関する支援の現状と課題について
インタビュー調査を実施した。さらに、複数の調査対象者からの助言があり、発達障害を持つ当
事者の支援を行う精神保健福祉士(先述の 10 名とは別)へのインタビュー調査も実施することが
できた(対象者 10 名)。 
 
①②ともに、筆者の前所属機関である名寄市立大学倫理委員会の審査を受け、実施の承認を得

た(19-049)。また、一般社団法人日本社会福祉学会研究倫理規程」ならびに「日本社会福祉学会
研究倫理規程にもとづく研究ガイドライン」を遵守して研究を実施した。さらに、対象者には、
関係学会等での報告や論文等の許諾を得ている。本研究の実施に際し、開示すべき利益相反関連
事項はない。 
 
４．研究成果 
(1)1 次調査の結果 



インタビュー調査の回答者は 3 組 5 名であり、子ども(当事者)の疾患は 3 名とも統合失調症
であった。 
「①祖父母の基本属性」については、60 代夫婦が 1 組、70 代ひとり親が 1組、70 代夫婦が 1

組であり、全員が当事者にとって実父母であった。 
「②③祖父母の生活歴・子育て等」では、3 組の当事者は全員が 10 代に統合失調症を発症し

ており、夫婦の回答者 2組においては、祖父はほとんど子育てには参加せず、専業主婦である祖
母が担っていた。 
「④子育てで苦労したこと」では、「発症にもっと早く気付くべきであった」「当事者との関係

づくり」「当事者を支えることにおいて子育てが終わった感じがしない」「病気のことがよくわか
らなかった」「結婚する前に妊娠したので驚いた」「妊娠を責めたことを後悔している」など多岐
に渡った。 
「⑤孫育てへの参加状況」では、「すべてを担うので子育てである」「病気の当事者の子育ても

続いている」「当事者が体調不良になると預かる」「当事者が働いているので基本は毎日一緒」「体
力的に辛い」などの声が聞かれた。 
「⑥孫育てで苦労していること」では、「当事者の入院期間が体力的に辛かった」「当事者が幻

覚に苦しむ時期は今も定期的にあるため、何かの形で孫に暴力的に関わることがないか心配」
「祖父母になついている孫をおもしろくは思っていない」「母親が仕事をしていることもあり孫
が寂しそうな顔をする」「子は仕事が忙しくなると調子を崩しがちになる」「出産直後に入院にな
り、孫がしばらく母親がいない状態が続いたのでそうならないように注意している」「当事者は
年に 1-2 回、1-2 か月程度の入院をしている。入院期間が長いと、孫が祖父母になつきすぎてし
まい、過剰に甘やかすきっかけとなる」「孫が親の病気について知りたがっており、どのように
説明すればよいかがわからない」など、統合失調症患者ゆえの要因が多くなっていた。 
「⑦養育の中で大切にしていること」では、「とにかく、家事や育児は当事者がやることを前

提に考えている」「それでも母親が体調を崩せば、祖父母が面倒を見ざるを得ないため、なるべ
く日頃から母親と育児に関する情報や方針を共有するようにしている」「祖父母も体力的に育児
は結構辛いが、一番辛いのは統合失調症を持っている母親であり、その母親が時々入院で不在に
されてしまう孫だと思うようにしている」「母親には、子育ても大事であるが、友人や仲間と過
ごす時間も大切にしてほしいと思っている」「いずれ祖父母がいなくなった際には頼れる人を増
やしてほしいので、自由な時間が確保できるように配慮している」「なるべく、孫のお願い事な
どは母親を通させるようにしている」「病気のことは隠さずに聞かれたことは答えるし、母親が
どれだけ頑張っているかを伝えるようにしている」「孫が、友達の家の家族のエピソードなどを
話すと、母親と孫で空気が悪くなる時があるが『よそはよそ、うちはうち』とよく言い聞かせて
いる」「子が体調を崩すと孫は非常に悲しい顔をする。結局は、子が体調管理をしっかりしてい
けば孫の安心につながることを知った」「子が孫の行動を制限する(遊びに行かせないなど)こと
があるので、なるべく、同年代の子どもたちと交流できるようにとは考えているが、実際には学
校以外で何をすればよいのかはよくわからない」など聞かれる声は多岐に渡り、何をどのように
大切にすればよいのか戸惑いが聞かれた。 
「⑧将来への不安・展望」では、「まだ孫が幼稚園なので、病気のことも育児がスムーズにい

かないことも家庭内の問題であるが、いずれ小学校、中学校と成長していくなかで、母親の病気
のことを上手に理解してくれるのかが心配」「そして、その頃には祖父母も体力的に衰えてきて
いると思うので、逆に母親や孫の力を借りることもあるかもしれない。そのような時に母親の病
気が落ち着き、孫が健やかに育っていてほしい」「今は母親が通院している病院の看護師やソー
シャルワーカーが気遣って声をかけてくれるが、このまま頼り続けてよいものか、自立できるよ
うに何か準備しなければならないのかがよくわからない」「祖母もひとりで子を育ててきたので
あまり心配はしていない。母親が入院するたびに『自分の育て方が悪かったのか』と悲しい気分
になる」「病院の医師やソーシャルワーカーがいつも話を聞いてくれてすぐに落ち着くが、母親
の調子が崩れる度に自分も気持ちが滅入るのは自分で心配している」「今は孫の世話で気を張っ
ているので乗り切っている」「あまり考えないようにしている。親亡き後の問題はわかっている
が、学校の教員や病院のソーシャルワーカーともたくさん話し、親としてできることを可能な範
囲でしようと思っている」「住むところと経済的な支援ができるように準備はしている」「できる
ことならば、パートナーを見つけて、一緒に子育てをしてくれる人を見つけてほしい。長子に負
担がかからないかという心配はある」など、子どもや孫を心配する声が多い一方で、支援者との
関係やきょうだいへの配慮なども見られた。 
 
(2)2 次調査の結果 
 表 1 は統合失調症圏患者と発達障害圏患者それぞれについて精神保健福祉士の支援に関わる
上での困難性を示したものである。◎は 8名以上の回答者が指摘したもの、〇は半数程度、△は
1～2 名、×は指摘がなかったものである。各項目については、先行研究を参考に設定し、今回
のインタビュー調査結果で得られたものも加えている。 
 全 22 項目について、統合失調症圏と発達障害圏の当事者支援においては、支援の目標設定や
支援方法のありよう、支援の担い手に関わる項目で該当すると答える者が多くなっていた。さら
に、関係機関の意識の低さや議論がなされない土壌、家族観についても困難として挙げる者が多



くなっていた。その他では，統合失調症圏と発達障害圏の支援では、困難性が異なる可能性も示
唆される結果となった。 
 

表 1 精神保健福祉士の支援の困難性 

項目 統合失調症圏 発達障害圏 

回答者数 10 名 10 名 

居住地域 
北海道，関東 北海道，東北，関

東 

支援の困難性(支援体制に関わるもの)   

①支援の目標設定が難しい ◎ ◎ 

②支援の方法に決まったものがない ◎ 〇 

③子育ての支援は誰が行うのかが不明 ◎ 〇 

④支援者の価値観を押し付けていないかが不安 〇 〇 

⑤介入のタイミングが不明 〇 × 

⑥援助希求が少ない 〇 〇 

⑦関係機関の連携が難しく，誰が声をあげるかが不明 ◎ △ 

⑧配偶者・親などの支援参加による意見不一致が頻発する ◎ △ 

⑨育児能力を判断するツールがない 〇 △ 

⑩子育て経験のある専門職に頼り切っている現状がある ◎ ◎ 

⑪同職種・他職種とも支援理念の対立が起こる 〇 ◎ 

⑫何をもって親子の生活能力を判断するのかが不明 〇 △ 

⑬当事者の主張が強く，支援に関する提案を聞き入れない △ 〇 

⑭当事者のこだわりが社会一般の感覚とずれている △ 〇 

⑮主訴が不明 △ △ 

支援の困難性(制度・サービスに関わるもの)   

⑯障害福祉制度・サービス体系が子育て支援になじまない ◎ ◎ 

⑰制度・サービス体系が初歩的 △ 〇 

⑱親子を同時に支援することが難しい ◎ 〇 

支援の困難性(専門職に意識に関するもの)   

⑲関係機関の意識の低さ ◎ ◎ 

⑳支援者がこの話題について積極的に議論したがらない土壌があ

る 
◎ ◎ 

㉑支援者の家族観が分かれる ◎ ◎ 

㉒子育ての大変さを理解できない支援者がいる ◎ 〇 

 
 
(3)小括 
①当事者が抱える困難性、祖父母の孫育てと苦慮 
孫育てを担う祖父母の概況、医療による統合失調症患者の妊娠・出産のリスクの評価、統合失

調症の親に養育された子の思い、児童虐待予防の視座を検討し、本研究の被験者から得られたデ
ータを概観したとき、統合失調症患者の妊娠・出産の困難は明白で、どれだけ母親にリカバリー
や自己実現という視点を加味しても、本人の疾病管理、祖父母等の家族の負担など、現実に後押
しするに足る理論的背景を見出すことは難しい感がある。さらには、元来ある「親の自覚」「親
の資質」などを基調とする「良い親でなければならない」というような、社会が親になる者に求
める“自立”・“自律”観も統合失調症患者の妊娠・出産を阻むものと思われた。 



本研究のインタビュー調査の結果では、いくつかの支援の方向性が示唆された。 
まず第 1 に、当事者の病状悪化による“育児の離脱”をどのようにフォローするかという点

である。入院に限らず、病状が悪化した際に、数日では済まない離脱期間があり、この間は、祖
父母の育児負担に加え、親子関係の不安定さへの危惧、子どもの価値意識の形成に大きく影響を
与える可能性と、実態はなくともそこに危機感を感じる当事者像が見えた。 
第 2 に、「子育てが続いている」と感じる祖父母の声にどのように応えるかということである。

祖父母にとっては子どもと孫の支援が並行する実態は、実際の負担と負担感の大きさは容易に
想像できる。さらに、同居・近居を選べばなおそれが続くため、未来への不安感は大きくなるも
のと推測できる。そして、その関わりの質・量を祖父母側が選択できない事実がある。 
 第 3 に、陳腐な表現であるが、家族以外の支援体制の構築である。やがて、祖父母なき後に
どのように備えるかという点において、どの領域がどのような関わるができるのかということ
について、制度・サービスの視点よりも専門職個人の価値観に左右されている可能性がある。 
かつて、筆者は大学病院で精神科ソーシャルワーカーとして勤務していたが、大学病院は総合

病院であり産科も精神科もあることから、精神疾患を持つ当事者の妊娠・出産をサポートする場
面が多々ある。また、そのような人々からの挙児に関する相談を受けることも少なからずあった。
その度に、両科で情報を共有し、支援の方向性を当事者も入れて相談したものである。 
私心であるが、医療機関のスタッフの中にも、統合失調症患者の妊娠・出産には消極的な者も

いる。しかし、それ以上に筆者が案じているのは、行政機関や地域生活支援を担う支援者たちの
否定的・消極的理解であったことである。医療機関のスタッフ以上に、地域の資源の限界やこれ
までに育児をしてきた統合失調症患者の苦悩や苦労を知っているそれらの人々の言葉は重く、
医療機関で挙児希望者をサポートしても、行政や地域生活支援を行うスタッフの話を聞いて諦
めるということが少なくなかった。そのような経験を重ねていくと、「統合失調症患者は妊娠・
出産は無理」というイメージが着実に浸透していく。統合失調症患者の妊娠・出産を考えること
は、当事者や周囲の人々が抱くマイナスイメージの精査から始めなければならないという壁に
ぶつかる。 
 
②精神保健福祉士の支援モデル 
本報告において、精神保健福祉士の支援モデルを具体的に示すまでには至らないが、今後、本

研究では、精神保健福祉士の支援モデルを検討する要素として、「シームレスな生活支援」を中
心に据えていく予定である。これは、理念、担い手、制度をすべて包含している事項である。ま
た、職種の垣根を超えて考えていく必要がある。 
より具体的に示せば、北海道十勝地方でソーシャルワーク実践を行ってきた小栗静雄氏は、精

神障害をもつ人々が地域生活を送る際には、「意」「医」「食」「職」「住」「友」「遊」が保障され
ているかが重要であると指摘している。自分の「意」思で決めること、良質な「医」療があるこ
となどの 7 つの要素であり、単に衣食住だけに終始しない包括的な支援の必要性を示している。
自身の実践を振り返れば、保護的・治療的・教育的な関わりをしてきたことも否めず、エンパワ
メントやストレングス視点を多分に包含した支持的なアプローチが行われる必要がある。これ
らに関わって、「ピアサポートの構築」や「リカバリーへの伴走」「ソーシャルアクション」の意
味や価値も再考していく予定である。陳腐な表現であるが親が、「周囲の応援がある」「仲間がい
る」「地域には支援者がいる」「寄り添ってくれる人がいる」という気持ちを持って育児ができる
環境の重要性が一連の研究で改めて示唆されていることによる。 
本研究では、支援者の困難性を検討したが、見方を変えれば，「苦手意識」に着目したともい

える。結婚・出産・育児・家族等の考え方は時代とともに移り変わるものであり、多様性を重ん
じる現代において、どこか積極的に触れづらい、正解がわからないので支援に踏み出しづらいと
考えているようにも思われた。そして、このことは、支援者ひとりの思考のなかで解決するとは
到底思えない。 
そもそも、育児が難しい時代となっていると指摘する声もある。仕事との両立や育児に取り組

める時間の不足、インフォーマルサポートの不足、インターネット上の育児に関する情報の取捨
選択の難しさなど現代的な課題は尽きない。これらに対して、「育児に正解はない」という言葉
も投げかけられるが、これらの言葉は、困難に直面している人の“信念”として定着するのは容
易ではない．少なくとも、社会や地域全体のゆとりのなさに起因する育児困難や支援の困難があ
るのであれば、ソーシャルワークはソーシャルアクションの視点を持って積極的に介入する。こ
れらの過程では、多領域かつ学際的なアプローチを欠くことができず、医学や保健学、看護学や
作業療法学、心理学、教育学などの各領域との連携・協働が不可欠であろう。 
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